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E41東海北陸自動車道における規制材と一般車との接触事故

【発生日時】2022年11月24日（木）16：20頃

【区間・位置】E41東海北陸自動車道 美濃IC〜美並IC間 下り 39.6kp付近

【作業内容】詳細点検A に伴う走行規制業務

【受注者】中日本ハイウェイ・メンテ名古屋株式会社

【事象概要】東海北陸自動車道 下り線 走行 39.6kp付近の詳細点検に伴う規制業務において
規制材（ラバコン）撤去作業中に規制材を取り損ね、追越車線を走行している一般
車両（大型トラック）のフロントバンパーに接触したもの。接触した一般車両につ
いては、そのまま走行したもの。【申し出無し】

【被害状況】物的被害：ラバコン1本（再利用可）
人的被害：なし

【時系列】 16：20 規制員よりメンテ担当者に連絡
16：30 メンテ担当者から保全計画課⻑へ連絡
16：35 メンテ担当者からメンテ本社へ連絡

【公表・非公表】ー

【報道等】なし

【原因】心理的要因：残り1㎞程度だから大丈夫だと思った。（油断）
時間的制約による焦燥感はなし。

外的要因 ：使用していた規制材（ラバコン）が硬質で重量があり、扱いにくかった。

【対策】・作業手順書の見直し（2〜3㎞以内に交代する。）
疲労等によるヒューマンエラー防止する。

・規制材の改良（滑り止め等）



■位置図

下り線 39.6kp付近（立花TN内）



■事故発生状況

追越車線 走行車線

規制員

追越車線 走行車線

39.6kp付近





緊急安全大会（小集団活動）

■小集団活動による意見（事故原因）
・⻑い規制で集中⼒が切れていた。握⼒低下。
・後退速度が速かった可能性がある。

⇒低速で作業は行っていた。（10㌔程度）

・規制材（ラバコン）がセンターラインに近かった。
⇒点検車(BT)が通行するため広めに設置していた。

・あと少しだから頑張れると思い込んでしまった。
⇒交代の確認はしていたが、あと1㎞程度であったため断った

・日没間近で焦っていたのではないか。⇒焦燥感はなかった。
・経験不足。⇒1年4ヶ月
・ラバコンが取りづらい。
・利き手と逆の手で作業をしていた。

■小集団活動による意見（再発防止対策）
・ラバコンの改良（滑り止め等）
・利き手の人が作業をする。
・〇Kmごとに交代する。
・規制区間を極⼒減らす。
・グリップ⼒の強い手袋を使用する。
・硬いラバコンではなく、柔らかいものを使用する。
・熟練者が作業を行う。
・日没前にならないように作業開始時間の調整。
・転倒しても車線をはみ出さない位置に規制材を設置する。



■今後の対策

作業手順書のラバコン設置・撤去時に「㊿など切り替
えのタイミング毎疲労を確認し交代する。（概ね2㎞〜3
㎞以内）」を追記し、徹底する。

■作業手順書の見直し

■規制材の改良

過去に他管内で発生した同様
の事象を参考に規制材（ラバ
コン）の改良を進めていく。

滑り止め材（ゴム質）
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